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平成２３年度

「学校の活性化に役立つ学校評価の取り組みについて」

－２３年度の学校評価実践計画－
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１．学校規模 平成２３年５月１７日現在

学 年 １年 ２年 ３年 個別級 計 教職員数

学級数 ７ ７ ８ ５ ２７
６０名

生徒数 ２８０ ２４９ ２８１ １７ ８２７

学校評価研究構想図

学 校 教 育 目 標
「未来に生き、未来を創造し、未来に活躍する人を育成する」

◎ 豊かな思考力を持ち、正しい判断ができる人
◎ 自主性に富み、責任感があふれる人
◎ 心身共に健康で、調和のとれる人

(1)心豊かな (2)基礎･基本の重視と (3) 自己教育力 (4)文化と伝統の尊重と

人間の育成 個性を生かす教育の充実 の育成 国際理解教育の推進

∠研究主題
学校の活性化に役立つ学校評価

重点目標と取り組みたい課題

（１）学年・学級経営の充実を図る

① 具体的な学年･学級経営計画をたてる。

② 生徒が相互の存在を認め合い、人間的なふれあいを大切にする学級･学年経営を行う。

③ 話し合い活動を基盤にした、楽しくともに学びあえる学級・学年経営を行う。

④ 生徒の活動場面に積極的に関わり適切な指導･支援を行う。

（２）教科、道徳、総合的な学習の時間、特別活動指導の充実を図る

① 移行内容を踏まえた各教科・領域の指導計画を立案する。

② 基礎・基本を重視し、わかる授業、興味関心が持続する授業を展開する。

③ 地域・生徒の実態を基盤とした道徳教育・生徒指導を行う。

④ 話し合い活動ができる、授業を展開する。

⑤ 時間を有効に活かせるよう、自己教育力を啓発する。

（３）教職員の協力体制と研修の推進を図る

① 報告･連絡･相談を徹底する。

② 教育の専門職としての責務を全うする。

③ 教職員相互のみがきあいにより指導力の向上を図る。

④ 目的を重点化した校内研修を実施する。

（４）教育環境整備の充実を図る

① 点検活動を励行し、安全で健康的な教育環境の維持管理を図る。

② 校舎内外の整備と美化を心がけ教育効果の向上を図る。

（５）公教育の信頼性をより高める

① 教育課程や学校運営組織について、説明会等を開き、保護者や地域の理解を深める。

② ＰＴＡ活動に積極的に関わり、保護者との連携を図る。

③ 内部および外部の学校評価をもとに学校運営の改善に努める。
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２．学校評価の概略と実践のポイント

１７年度から、教職員・生徒・保護者等がお互いに理解し合い信頼を高め合うような学校評

価システム作りをめざしてスタートした。

○ 実践のポイント

・学校教育目標の具現化を図る経営方針に基づいて、各学年、校務分掌、各教科で具体的方策

を設定し、その実践に努める、

・評価が適切に行われるように、今年度の重点目標と具体的方策、そして学校の教育活動

やその意図について、教育課程説明会や、学年学級懇談会、学校便り、学年便り等でわ

かりやすく積極的に公開し説明する。

・学校評価のねらいと意義について、職員研修会等を行い共通理解を図る。

・各行事の後の評価に加えて、公開授業の評価も実践する。

・今年度は１１月、生徒・保護者を対象に学校評価を行う。

・学校評価の結果を公表するとともに、次年度学校運営計画に反映させる。

学校評価システム

＜ 学 校 ＞ ＜生徒・保護者＞

学校教育目標の達成に向けての

教育計画 立 案 [Ｐｌａｎ] 情報公開

↑ 実 施 [Ｄｏ] 理解・協力

↓

自己評価（年間反省含） 評 価

↓

学校評価 [Ｃｈｅｃｋ]

改 善 [Ａｃｔｉｏｎ] 結果の公表

学校運営の充実改善 情報公開

学校の活性化(信頼される学校づくり）

○ 評価体制

評価体制を充実させることにより全

職員が、学校評価を真摯にとらえ、「評

価を生かす」という前向きで開かれた

姿勢が生まれ、様々な角度から自分を

振り返り改善していこうとする意識が

生まれる。
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３．研究経過（前年度の結果･改善方策の反映:Ａ→計画:Ｐ→実践:Ｄ→評価:Ｃ）

月 過程 内 容
３月 ２２年度学校評価のまとめを全市・市教育委員会に発表・報告した。
４月 Ｐ ２２年度の評価結果から次のように目標･計画等を設定した。
５月 計 ２２年度の学校評価のまとめを川崎市総合教育センターホームページから入った本校のページに掲載し一般

画 公開する。（開かれた学校づくり）
２２年度の取組の報告を学校教育推進委員会（外部指導者を含む）にて行い、２３年度の計画の骨子を

立案する。（本日）

Ｄ （１）学校教育目標の具現化を図る
実 本年度の重点目標として
践 ・心豊かな人間性の育成（人間関係形成能力、言語能力の育成、人権教育の推進）

・学習意欲の向上 を図る。
・保護者を対象とした教育課程説明会の実施（開かれた学校づくり）
･自己評価シート提示(５月)、自己評価シートの具現化（目標の設定）(７月)、
自己評価シートの完成（評価）(２月)

Ｄ （２）校内授業研究の推進
・教材研究・授業改善・実践
・授業研修会（国語２３年１１月１８日、 理科１１月１８日、 英語１１月１８日）

（特別活動２３年１１月１８日、 道徳１１月１日）

Ｄ （３）選択教科の指導の改善（学校選択での取り組み）
・来年度新学習指導要領による新教育課程がスタートする。完全実施に向けて、一部の教科（１年

保健体育、２年 国語・保体、３年 社会・保体・技術・英語）で学校選択として実施し、新教育
課程の先取りとしての実践とするか、選択教科として教科単元の深化補充を目指すのかを明確
にし、生徒一人一人の学習意欲を高められるようにする。

Ｄ （４）教育相談の充実（生徒指導の充実）
・年間２回の教育相談週間（各２週間位）の中で時間設定する。（担任が計画的に進められるよう
に時間を確保する）

・２学期制に伴い、夏休み前に三者面談(担任と生徒と保護者）をし、しっかり向き合って話をする
時間を設定する。

・教育相談の職員研修を実施する。

Ｄ （５）学習指導の改善・生徒の学習習慣の改善のための指導 （幅広い教育活動への取り組み）
・本年度の重点目標にそって、各教科で検討・改善に努める。

本年は意欲を高める授業実践例を社会・英語・技術家庭・特別活動で検討する。
→授業を公開し、保護者にアンケートをお願いする。（１１月）

・長期休業（夏休み）前に全教科で既習事項の自己評価を生徒に行わせ、夏休みの学習課題を
各自設定させる。(５教科については、教科担当のコメントをいれる。)また、夏季休業中に学習相
談会や学習会を行い、各自の学習課題にそって学習を進められるように指導する。

（学習会に延べ６７９人参加，７６．６％ 昨年度実績、本年度も実施予定）

Ｄ （６）生徒の自主的な活動を一層促進・充実するよう改善していく。
・生徒集会を月１回行い、生徒会活動の活性化を図る。

→本部役員の活動・委員会活動・部活動等の充実
・生徒総会・中体連壮行会・駅伝壮行会の進行に係わる生徒の自主的な活動
・学校行事で生徒を育てる。（修学旅行・体育祭・合唱コンクール・文化祭・百人一首大会・

自然教室・３年生を送る会・地域とつながる職業体験など）
↓ など、

Ｄ ＊実践（Ｄ）
↓

昨年度よりクローズ型メール配信システムに加入した。生徒の活動の様子･身近な情報をタイ
ムリーに発信する。（開かれた学校づくり）
学校だより「ありま」・生徒会学校新聞「有馬」・学年便り・学級新聞の発行をし、学校情報を発
信する。
小中高の連携（授業の相互参観・小学校との交流授業）（開かれた学校づくり）

10月 Ｃ ＊評価 (Ｃ） １０月の学校へ行こう週間及び１１月の授業参観時にアンケート実施。（開かれた学校づくり）
評 ↓ １０月末に生徒・１１月に保護者へアンケート実施する。
価 １０月末 学校職員に学校経営の自己評価アンケートを実施する。

11 月 アンケートを集約し、考察する。
第２回学校教育推進会議（外部指導者を含む）に於いて２３年度の取組及びアンケート結果
の集約・考察を報告する。（開かれた学校づくり）

２月 A ＊改善（Ａ） 次年度への評価結果・改善方策の整理→第３回学校教育推進会議
学校教育推進会議における本年度学校評価の報告を受け、外部指導者より指導助言を受け
る。（開かれた学校づくり）
２４年度の目標・計画の立案に反映する。
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